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獣医神経病学会

新型コロナ感染症により様々な活動に影響が続いていると思いま
すが、皆様いかがお過ごしでしょうか。最近の感染者、重症者数
等の推移をみると、もう少しで本来の日常を取り戻せるのではと期

待しますが、オミクロン株に変わる新たな変異株出現の可能性、
各地での旅行者受け入れ状況などを鑑み、現状では沖縄での開

催を決行できないと判断し、昨年に引き続きオンライン開催を決定
しました。

教育講演では、外科分野は相川が｢椎間板の変性に関連する様々な疾患、椎間板の突出と脱出、動的圧迫、
椎体不安定症、犬種による違い、確定診断法、治療法｣について紹介します。

内科分野は斉藤弥代子先生に｢脳神経機能障害から見た内・中耳炎｣について講演して頂きます。

日本の再生医療の医学研究者は国際的に高く評価され、様々な基礎研究、臨床応用が進んでいるようです。

獣医学領域においても一部の研修者たちが科学的な手法で基礎研究やその応用研究を進めているようです
が、科学的根拠に基づかない治療法が乱用されている現状もあるようです。我々日本の臨床獣医師、とりわけ

獣医神経病学会会員は、様々な情報の中から科学的エビデンスに基づく内容を理解、評価し、小動物臨床に
応用していくことが求められていると思います。今回のトピックスは再生医療について、日本で獣医学領域での
再生医療研究をリードされている伊藤大介先生に 「獣医脳神経分野における再生医療」として獣医学領域で

の再生医療研究の現状、今後の可能性について講演して頂きます。

一般演題では今回も新しい研究発表や症例報告が期待できると思います。前回のオンライン開催の経験を
踏まえて、よりインタラクティブな学会開催のために工夫をしようと考えております。
是非奮ってご参加いただけますよう宜しくお願い申し上げます。
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２０２２獣医神経病学会オンライン開催に向けて

２０２２獣医神経病学会 大会長
相川動物医療センター院長 相川武



臨床に出て間もなく神経科の獣医師になろうと志しました。異郷の地で過ごした学生時代に、目にす
る機会が比較的多くあった神経病症例の印象は強く残っていました。非常に論理性に満ちた神経病の
思考プロセスにひどく魅了された私が、この道を進むことに決めたのは必然だったといえます。そして

ようやく、その大きな一歩を踏み出しました。
ご挨拶が遅れてしまいましたが、私は左享祐（ひだりきょうすけ）と申します。本学会の多くの皆様方

におかれましては、お初にお目にかかります。山口大学を卒業し、
大阪府内で約４年間一次診療に従事していました。現在は、
Neuro Vets動物神経科クリニックにて、偉大なる中本先生の右腕

となるという目標を掲げ日々奮闘しています。達成したあかつきに
は改名（もちろん、右です）も検討しています。この場所で経験する

全てが鮮烈で、神経病の奥深さを思い知らされる一方で、探究心
が溢れて止みません。これからの一歩一歩を大切に踏みしめなが
ら、自分自身の道を創りあげたい所存であります。若輩の身ではあ

りますが、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
皆様にお会いできますことを心待ちにしております。

『一歩』
Neuro Vets動物神経科クリニック 左 享祐

温故知新

TRANSMITTER
前程万里

1995年3月19(日)日獣大で神経病研究会が開催されました。鹿児島大学稲田先生の猫症例…水俣病の可
能性かも？…がトピックだったような記憶。MRI検査や病理検査などから水俣病ではなくて先天性小脳低形成
と診断されました。山大にMRI設置された(平成5年1993年)後の症例ですが，それではなくて山口市開業の

佐々木外科病院の永久磁石型MRI装置(以前から山大家畜病院が利用)で撮像しました。
私は，その学会の帰途…3月20日の月曜朝7:30頃に地下鉄丸の内線に乗車し無事に山大に帰学。その後，

学内のTV観ていたら「地下鉄サリン事件」報道…私は30分早かったので助かったけれど，危なかった。
あれから27年過ぎました。
我家の長男は東京メトロ職員が生命を張ってサリン発生を

抑 制したことに感動し入社しましたが，今は日本政府観光局
(JNTO)に転職しバンコクにいます。地下鉄に乗るたびにこれ

らのことを思い出します。
開業獣医師を中心に大学関係者はなるべく抑制しようとい

う 徳力会長の呼び掛けでスタートした本学会・・・いい学会にな

りました。
実は，MRIは1993秋に導入ですが，2年前にはMRIを夢みて

いたタウリンでした（山口県獣医師会報）。
CTではなくてMRIでないとダメと頑張った頃は本当に元気

だった気がします。最初は牛馬画像診断のためで，我国の

獣医学領域で初導入でした。山大MRI導入には大変苦労し
ましたが，少しでも動物の神経疾患に貢献できたとしたら「幸

せます」。

『２７年前の温故知新』
山口大学特命教授 同大学名誉教授 田浦 保穂
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新評議員自己紹介
ルカどうぶつ二次診療クリニック 神経科

柴田光啓

この度、新しく評議員を承りました柴田光啓と申します。私は、大学時代は織間先生、長谷川先生のもとで神経
病を学び、卒業後は相川先生、杉山先生、金園先生のもとで、基礎から臨床まで神経病に関わるたくさんのこと
を学ばせて頂きました。そして獣医師として在り方に至るまで、様々な影響を与えて頂いたおかげで、今も獣医

師として成長できていると実感しております。こ
のような神経病学会に所属する素晴らしい先生

のもとで修行できたことを感謝すると共に、自分
も評議員として学会のお手伝いが出来ることを
大変嬉しく思います。また、学会発表や基礎講

習会の講演などでは、神経病学会のたくさんの
先生にいつもアドバイスを頂き、このアットホー

ムで親身な学会がとても居心地良く感じており
ます。これらかは、自分が受けた恩恵を後輩や
他の学会員にも少しでも還元できるよう、微力

ながら努めて参りたいと思います。
私がおります福岡に来られる際は、是非お声

がけ下さい。いつか神経病学会が福岡で開催
されることを祈って勝手に懇親会の準備を進め
させて頂きたいと思います。写真は、最近当院

スタッフと撮影した一枚です。いつ懇親会が開
催されてもいいように日々乾杯の準備をしてお

待ちしております。

事務局から

基礎講習会プログラムは昨年度よりオンラインで開催させていただいており、2021年度には2名の修了者が出
ましたのでご紹介します。今後基礎講習会はオンラインのみの開催を予定しており、受講記録は申し込み時に事

務局が管理可能となりましたので、受講証の交付は行いません。しかし、2020年以前に基礎講習会を受講され
た先生は修了証申し込み時に「受講証（以前に受講したコマに捺印あり）」が必要となりますので、受講証は大切
に保管しておいてください。2022年度も基礎講習会は開催しますので、皆さんご参加ください。

【獣医神経病学会基礎講習修了者（2021年6月27日付）】

佐々木ルリエ先生（東京愛犬専門学校）、佐橋靖章先生（ガルシア動物病院）

編集後記
コロナに加え、某大国のジェノサイドの疑いもあり、暗澹たる気持ちに陥れら

れます。一介の臨床獣医師としてこの状況を打破することは全くできません。
ひたすら自分にできることを丁寧に、そして愚直に実践することで、社会の下
支えの一部になれればと思っております。

今回執筆いただいた先生方は、決して暗くならず明るくご活躍なさっていま
す。また、本当に多くの素晴らしい研究を論文になさったこと、尊敬の念に堪え

ません。田浦先生の社会的、獣医神経病学会的大事件にも驚かされました。
お忙しい中、大会長をはじめ事務局の先生方に学会のご準備いただいてい

るところです。感謝申し上げます。オンラインではありますが、皆様にお会いで

きること、楽しみにしております。多くのご参加お待ちしております。

日立永久磁石MRI装置 「MRP-20」 1987年

富士フィルムヘルスケアシステムズ様ご提供


